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現代の日本における青少年の非行の現象 

 序論  

青少年は将来の社会においての様々な地位を占める若者であり、将来

の社会、民族、及び国の生活を継ぐものである。青春時代において、青少年

は知的な変化を体験する。つまり、自由を求めるが、結果に対して責任を担

うことが怖がっていることである。なぜならば、その青少年は元々体験する

ことを解決する自分の能力に信じないため、学校環境、家族環境、及び社会

環境においての問題のような青春時代を染める問題が現れる。  

青春時代を染める問題はたいていあることだけにより発生しない。し

かし、様々な複雑なことにより発生する。つまり、青少年が自分の正体を探

し、自分が誰だと説明するために頑張っている自己認識の危機である。その

ことで、その青少年は実際に社会において可決されている法律により違反で

ある行為を行うことで同年の仲間と自分の自己認識を実現することができる。

その青少年が法律（規範）に対しての違反は、普通「非行」と言われている。

その規範を反する青少年の行為は 元々その青少年が存在しており、青春時代

を通過する社会環境、学校環境及び家族環境を含む環境に離れていない。  

本論 

 「非行」は青少年が行う不正いたずらな行為（行動）であり、法律を

反する行為であるが、反社会的ではなく、非道ではなく、及び宗教の基準に
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反しない行為もある。「非行」は二つの種類に分けることができる、それは、

非道であり、法律により定められていない行為であるため、法律違反として

決まれることが不可能か難しいである行為、及び法律違反である行為であり、

有効な憲法及び法律により、大人が行う法律違反と同様に扱われている行為

である。  

青春時代は推移の時期であり、青少年が人生に様々な問題に直面する

時期である。その問題の一つはその青少年が成長する環境により発生する。

その環境は家族環境、学校環境、及び遊ぶ環境を含む。  

家族環境は父親、母親及び子供から確立する環境である。家族環境に

通して子供は周りの世界及び毎日生活に有効であるを知り始める。その環境

を通して子供は最初の社会過程を体験する。しかし、家族環境も青少年が非

行を行う原因になる。 

 結論 

現代において青少年が行う非行は非道であり、憲法において定められてい

ない非行ため、法律違反として区別されることが不可能か難しい非行だけではない。

しかし、青少年は法律違反として区別される非傾向がある。筆者が述べた事件の

よう青少年が行う殺人事件である。そして、この研究に基づき、青少年の非行を起

こす原因は問題がある家族環境であることが正しいである。しかし、この青少年の

非行の現象を起こす外からの原因がある可能性もある。行われた研究により非行
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を起こす外からの原因は学校環境及び青少年は同年との関係がどのようなものか

ということである。 
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